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今後・これから コロナによる大きな変化 これまで 

 

発行：屋代地区土地区画整理組合設立準備会 

 

第 7号 

小川市長、今後の屋代地区のまちづくりを語る 

令和 3 年３月 1８日（木）、千曲市役所で準備会役員会が

開催され、小川市長が出席しました。 

冒頭、市長は「大型商業施設ありきの方針を見直したが、

あらゆる可能性を排除せず、準備会とともに『新たなまちづ

くり』に取り組みます。企業側との定期協議は継続しており、

新聞報道にある「誘致断念」との見出しは実態と大きく乖離

している」とし、次の二つの方針を説明しました。 

 

１．大型商業施設を核とした開発方針を見直す 

２．情報公開の不足により開発主体や市の立場について誤解が生じているため、
準備会・まちづくり提案者・市の【役割・立ち位置】を明確にする 

事業主体 

「土地区画整理組合設立準備会」 

役割 
●地権者のとりまとめ 
●まちづくりの提案と事業の実施 

◎役割分担の明確化  

地権者 

※まちづくり提案者 

役割 
●実現可能な(収支が取れる)まちづくりを提案 

役割 
●まちづくりの実現にむけた規制除外や計画策定等 
の技術支援 

●市民・議会など随時情報公開 

千曲市 

〇準備会から提案があった土地利用（まちづくり構想）が 
   市各種計画と合致しているか確認 
〇合致を前提に、開発規制の除外に向け新たな計画策定 
   又は既存計画の見直しを検討 

〇地権者ニーズに合った土地利用 
〇採算が取れる事業規模・土地利用 
  （エンドユーザー担保性もある程度確保） 
〇市民の賛同に沿える土地利用 
  ↑それぞれに合致した提案を求める 

※まちづくり提案者 ： 開発事業の技術・経験を有する者 

〇社会情勢・経済情勢 
〇大型商業施設を取り巻く環境 

大型商業施設を核とした 
広域交流拠点整備 

安心して産業や文化が集積し、市内
外から人が集う新たなまちづくり 



 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

〒387-8511  

長野県千曲市杭瀬下二丁目 1 番地 

千曲市役所 建設部 地域開発推進室 

電 話：026-273-1111（内線 3243・3244） 

メール：kaisui@city.chikuma.nagano.jp 

担 当：青木猛治・篠原哲哉・伊藤孝雄 

これからのまちづくりに向けて 

市道一重山 2号線の測量説明会が開催されました 

小川市長の説明を受け、林会長から準備会の今後の活動
について提案が出され、役員会の了承を得ました。 

①「準備会が主体」でまちづくりを進めていく。 
②「まちづくり提案者」にまちづくり構想の提案を
求め、地権者の意見を取りまとめる。 

 

令和 3 年 2 月 15・17 日に新型コロナウィルス感染予
防対策を施した上で、屋代公民館にて開発地域を南北に縦
断する「市道一重山 2 号線」の測量説明会が沿線地権者を
対象に開催されました。主な内容は次のとおりですが、詳
細な説明会資料は市ホームページに記載されています。     

（下記二次元コードからも見ることができます） 

 
①都市計画道路「一重山線」のこれまでの変遷、産業連携道路ネットワークについて 
・市道一重山 2 号線の整備は屋代地区開発と切り離す（市ネットワーク構想により整備） 
②測量・設計の内容、土地の立ち入りのお願い、今後のスケジュールについて

主な説明内容 

 

・路線測量   L=1.24km 
・道路詳細設計 L=1.24km 

（以上右図：赤線） 
・接続道路測量 L=0.8km 
   （以上右図：青線） 
・幅員：23ｍ 
（本線・付加車線・自転車通行
帯・歩道） 

・令和 3 年中に設計の詳細に関す
る説明会を開催予定 

・令和 8 年度の供用開始を目指す 

※詳細は市ホームページをご覧ください 

 

事務局より 

 

入）室長：青木猛治 

（産業振興課から） 

出）室長：稲玉修治 

（歴史文化財センターへ） 

人事異動 
（令和 3 年 4 月 1 日より） 

 

お問い合わせは 

 

二次元コード読み取り 

詳しくは地域開発推進室の 
ホームページをご覧ください 


